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各
部
の
な
ま
え

ボタンとインジケーター
モーター部の操作ボタンとリモコンの操作ボタンの機能は同じです。
ボタンを押すごとに「ピッ」と音がして、電源のオン／オフや風量などの設定を選ぶこ
とができます。

各部のなまえ

モーター部

電源ボタン

インジケーター

インジケーター

インジケーター

インジケーター

連続風ボタン

自然風ボタン

首振りボタン

タイマーボタン

モーター部のインジケーター
モーター部のインジケーター（白）の点
灯は、現在どの設定が選ばれているかを
示しています。

リモコン

電源ボタン

連続風ボタン

自然風ボタン

首振りボタン

送信インジケーター

タイマーボタン

リモコンの送信インジケーター
ボタンを押すごとに、インジケーター（赤）
が点滅します。
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本製品を組み立てる
ご注意
•	組み立てが完了するまでACアダプターを
コンセントに差し込まないでください。
•	組み立てるときには、前ガードや後ガー
ドなどに手を挟まないように注意してく
ださい。 

1	スタンドポールの接続部をスタンド
ベースの接続部に差し込む
スタンドポール接続部の溝が、スタン
ドベース接続部の凸部に合うようにし
てスタンドポールをスタンドベースに
垂直に奥まで差し込みます。

スタンドベース

スタンドベース接続部

スタンドポール接続部

溝

凸部

2	スタンドポールとスタンドベース
を横にして、取付ボルトをスタンド
ベース底部のネジ穴に差し込み、六
角レンチで締め付ける

六角レンチ

ネジ穴
取付ボルト

ご使用前の準備
3	スタンドベースとスタンドポールを
安定した場所に立て、モーター部の
接続部を、スタンドポール上部の接
続部に差し込む
モーター部の接続部の凸部が、スタン
ドポール上部の接続部の溝に合うよう
にしてモーター部をスタンドポールに
「カチッ 」という音がするまで差し込
みます。

ご注意
•	モーター部の接続部を差し込むとき
に、指を挟まないように注意してく
ださい。 

溝

凸部

スタンドポール接続部

モーター部接続部
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ご
使
用
前
の
準
備

ご使用前の準備

ACアダプターを接続する
1	ACアダプターのDCプラグをスタ
ンドベースのDCジャックに差し込
み、ACアダプターのプラグをコン
セントに根元まで確実に差し込む
「ピッ」という音と同時に、モーター部
のインジケーターすべてが1回点滅し
ます。

コンセント

コード

ACアダプター

DCジャック

DCプラグ

※12時間自動オフ
本製品は 12 時間以上操作しない場合、
自動的に電源が切れる「12時間自動オフ」
機能を搭載しています。
この自動オフ機能を解除することはでき
ません。

本製品の分解
1	電源ボタンをオフにし、ACアダプ
ターのプラグをコンセントから抜
き、DCプラグをDCジャックから
抜く

2	スタンドポールのリリースボタンを
押しながら、モーター部をスタンド
ポールから垂直に引き抜く

リリースボタン

スタンドポール

モーター部

2	スタンドベースの取付ボルトを六角
レンチで取り外し、スタンドベース
からスタンドポールを引き抜く
スタンドベースを足で固定し、スタン
ドポールを垂直に引き抜きます。

取付ボルト六角レンチ

スタンドベース

スタンドポール
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運転を開始する／停止する
1	電源ボタンを押す
「ピッ」と音がして、電源がオンになり
運転を開始します。
最初に電源をオンにしたときは、連続
風モード （中）で運転を開始します。

運転中は、連続風モード、自然風モー
ド、首振り角度、オフタイマーの時間
を設定できます。

2	運転中に、電源ボタンを押す
「ピッ」と音がして、電源がオフになり
運転を停止します。

ご注意
•	AC アダプターを抜いていない状態で次
回電源をオンにしたときは、前回電源を
オフにしたときに設定していたモードで
運転を開始します。
•	AC アダプターを抜くと電源をオフにし
たときの設定が全てリセットされます。

連続風モードの風量を選ぶ
連続風モードの風の強さを、 （弱）、
（中）、 （強）の風量から選ぶこと

ができます。遠くまで届く風なので、空
気を循環させるのに役立ちます。

1	運転中に、連続風ボタンを押す
ボタンを押すごとに、連続風モードを
順に切り替えることができます。設定
したモードがインジケーターで表示さ
れます。

本製品の使い方
ご注意
•	連続風モードを選んでいるときに自然風
ボタンを押すと、自然風モードに切り替
わります。

自然風モードの風量を選ぶ
自然の風に近い、より体に優しい送風モー
ドを選ぶことができます。
 おやすみモード：	
赤ちゃんや小さなお子さまの夜の睡眠
に適した、快適で冷えすぎない自然の
風です。
 森の風モード（弱）：	 	
体表面に優しく、快適で冷えすぎない、
柔らかな自然な風です。妊娠中のかた、
お年寄りのかたに最適です。
 森の風モード（強）：	 	
森の風モード（弱）より、強めの柔ら
かな風です。

1	運転中に、自然風ボタンを押す
ボタンを押すごとに、自然風モードを
順に切り替えることができます。設定
したモードがインジケーターで表示さ
れます。

ご注意
•	自然風モードを選んでいるときに連続風
ボタンを押すと、連続風モードに切り替
わります。
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本
製
品
の
使
い
方

左右の首振り角度を選ぶ
首振りの角度を、左右 30°、左右 60°、
360°無限スイングの首振り角度から選ぶ
ことができます。
：	 現在のヘッドの位置から左右に
30°の首振りを始めます。

：	 現在のヘッドの位置から左右に
60°の首振りを始めます。
：	現在のヘッドの位置から時計回り
に360°無限スイングを始めます。

消灯：	 首振りをオフにします。

1	運転中に、首振りボタンを押す
ボタンを押すごとに、首振りの角度を
選ぶことができます。設定した首振り
の角度がインジケーターで表示されま
す。

ご注意
•	電源ボタンをオフにして運転を停止した
ときは、首振り角度の設定がオフになり
ます。

上下の角度を調節する
本製品は、左右の首振り以外にも、上下
方向の首振り角度を手動で調節できます。
下向きから上向きに −5°から90°まで任
意の角度で調節できます。

－5°

90°

自動で電源をオフにするタ
イマーを設定する
自動で電源をオフにするタイマーを1時
間～7時間の1時間ごとで設定すること
ができます。

1	運転中に、タイマーボタンを押す
ボタンを押すごとに、オフにする時間
を選ぶことができます。設定した時間
がインジケーターの点灯で表示されま
す。

タイマーボタンを1回押すと 、2回
押すと 、3回押すと + と、順に
1時間から7時間まで設定でき、その
後もう一度押すとタイマーの設定がオ
フになります。
：	 1時間に設定します。
：	 2時間に設定します。
+ ：	 3時間に設定します。
：	 4時間に設定します。
＋ ：	 5時間に設定します。
＋ ：	 6時間に設定します。
＋ ＋ ：	7時間に設定します。

消灯：	 タイマーをオフにします。
設定した時間になると電源がオフにな
り、運転を停止します。

ご注意
•	運転途中で電源ボタンをオフにして運転
を停止したときは、タイマーの設定がオ
フになります。

本製品の使い方
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リモコンの使い方
絶縁フィルムを抜く
リモコンの電池は出荷時、リモコンに内
蔵され、絶縁フィルムで絶縁されていま
す。絶縁フィルムを引き抜いてから、操
作を行ってください。

.

絶縁フィルム

リモコンの操作範囲
リモコンは2.4GHz無線接続の電波式で、
本製品から半径約 10mの範囲内で操作
可能です。

リモコンのペアリング
本製品をリモコンの操作範囲内で2台以
上同時に使用する場合は、リモコンと本
製品のペアリングを行う必要があります。
※.ペアリングとは、どのリモコンで本製
品を操作するかを登録することです。
ペアリングが完了すると、登録したリ
モコンでのみ、本製品を操作すること
ができます。

次の手順でペアリングを行ってください。
ご注意
•	ペアリングの操作をするときは、ACア
ダプターのプラグがコンセントから抜か
れていることを確認してから操作してく
ださい。

1.ACアダプターのDCプラグをスタ
ンドベースのDCジャックに差し込
む

2.モーター部の電源ボタン（ ）を押
しながら、ACアダプターのプラグ
をコンセントに差し込む

「ピッ」という音が聞こえた後に、連続風
（ ）インジケーターが長く点灯します。

3.電源ボタン（ ）から指を放し、連続
風インジケーター（ ）が点灯してい
る間に、リモコンの自然風ボタンを
押し続ける

送風が開始されたらペアリングは完了
です。
リモコンのボタンを押して風量が変更
できることを確認してください。

4.リモコンまたはモーター部の電源ボ
タンを押す
送風をオフにし、運転を停止します。

ご注意
•	ペアリングの操作中に連続風インジケー
ター（ ）が点灯から点滅に変わった場
合はペアリングができません。再度ペア
リングの操作をしなおしてください。
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リ
モ
コ
ン
の
使
い
方

リモコンの操作方法
リモコンの操作ボタンとモーター部の操
作ボタンの機能は同じです。

電源ボタン

連続風ボタン

自然風ボタン

首振りボタン

送信インジケーター

タイマーボタン

「電源」ボタン：使用方法はモーター部の
「 」ボタンと同じです。

「自然風」ボタン：使用方法はモーター部
の「自然風」ボタンと同じです。

「連続風」ボタン：使用方法はモーター部
の「連続風」ボタンと同じです。

「首振り」ボタン：使用方法はモーター部
の「首振り」ボタンと同じです。

「タイマー」ボタン：使用方法はモーター
部の「タイマー」ボタンと同じ
です。

ボタンを押すごとに、送信インジケーター
（赤）が点滅します。

リモコンの電池を交換する
リモコンで操作できる距離が短くなりま
したら、電池が消耗していますので、新
しい電池（CR2032）と交換してくださ
い。

ご注意
•	電池交換時には電池の「＋／−」極の向
きを確認して入れてください。

1	リモコンの電池ホルダーを引き出
し、古い電池を取り出す

電池ホルダー

2	リモコンの電池ホルダーに新しい電
池を差し込む
「−」極を上側にして、電池ホルダーに
新しい電池を差し込んでください。

「－」極

3	電池ホルダーをリモコンに差し込む
ご注意
•	リモコンを長時間使用しない場合は、電
池が液漏れしないようにリモコンから取
り出してください。

リモコンの使い方
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5	羽根を取り外した後、反時計回りに
後ガード固定リングを回して後ガー
ドを取り外す

後ガード

後ガード固定リング

溝

各部品のお手入れ
●水洗いできる部品
後ガード、羽根、前ガード。
清潔を保つよう、台所用中性洗剤で湿ら
せた柔らかい布、またはスポンジで拭き
洗いします。洗浄後は、直射日光を避け
た場所で十分に乾燥させてください。

●水洗いできない部品
羽根用スピンナー、後ガード固定リング、
モーター部、スタンドポール、スタンド
ベース。
柔らかく乾いた布で軽く拭いてください。

羽根・ガードを分解する
次の手順で各部を分解してください。

1	スタンドポールのリリースボタンを
押しながら、モーター部をスタンド
ポールから垂直に引き抜く
モーター部は、スタンドポールに接続
したままでも、お手入れできます。

2	プラスドライバーで後ガード底部の
ネジを外す

ネジ

プラスドライバー

3	前ガードを反時計回りに回し、前
ガードを後ガードから取り外す
前ガード下部の矢印「▼」マークを後
ガードの「 」マークから「 」に合わ
せると、前ガードを取り外せます。

前ガード

後ガード後ガード

4	片手で羽根を抑え、もう片方の手で
スピンナーを時計回りに回し、モー
ター軸から羽根を外す

羽根

モーター軸

スピンナー

お手入れの方法／収納と保管／仕様
本製品をより良くご使用いただくため、2週間に1度のお手入れをお勧めいたします。

ご注意
•	分解や組立、および清掃の前には、必ずACアダプターをコンセントから抜いてから行っ
てください。
•	羽根・ガードの分解や組立時には、手を挟まないようして、モーター部を持つようにして
行ってください。

台所用中性洗剤以外の洗剤は使わない
•	樹脂部品の変色・変質の原因になります。
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お
手
入
れ
の
方
法/

収
納
と
保
管/

仕
様

羽根・ガードを組み立てる
お手入れが終わったら、分解と逆の手順
で組み立てます。

1	モーター部の溝と後ガードの突起を
合わせて取り付け、後ガード固定リ
ングを時計回りに回して後ガードを
固定する

突起溝

後ガード

2	羽根後部の凹部をモーター軸のピン
に合わせて取り付け、スピンナーを反
時計回りに回して、羽根を固定する

凹部 ピン

モーター軸

3	前ガードを後ガードに取り付け、ネ
ジで前ガードを後ガードに固定する
前ガードの「▼」と後ガードの「  」
を合わせてから、前ガードを時計回り
に回し「▼」を後ガードの「  」位置に
合わせてから、ネジを締めて固定しま
す。

収納と保管
•	 	長期間使用しない場合は、ACアダプ
ターのプラグをコンセントから抜き、
風通しの良い場所で保管してください。
•		リモコンをご使用にならないときはリ
モコン用収納バッグに入れて保管して
ください。

ご注意
•	リモコンの電池が液漏れしないように、
リモコンから取り出して保管してくださ
い。

お手入れの方法／収納と保管／仕様

仕様
品名／型番 Magic Fan（マジック ファン）／ F450
外形寸法 320× 320× 1010ｍｍ
質量 2.7kg
モーター／回転数 ブラシレスDCモーター / 200～ 1250rpm
運転音 連続風強モード＜58dB、おやすみモード＜25dB
風速 連続風強モード ≧ 4.3m/s 

風の種類／風量調節 連続風　強・中・弱モードの3段階
自然風　森の風強・森の風弱・おやすみモードの3段階

左右自動首振り角度 左右各30°・60°、360°無限スイング
上下手動角度 無段階調節上向き90°、下向き－5°
切タイマー １・２・３・４・５・６・７時間
リモコンの種類／操作範囲 2.4GHz 無線接続電波式 / 半径 10m以内
本体消費電力／定格電圧 最大20W/24V

ACアダプター

電圧100～ 240V　周波数50/60Hz
定格入力電圧　100～ 240V 0.8A
定格出力電圧　24V   1000mA
コード長さ　1.8m

設計上の標準使用期間 10年
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故障かな？と思われたときは
症状 主な原因 処置

電源ボタンを押して
も羽根が回転しな
い。

AC アダプターのプラグが正しく
コンセントに差し込まれていない。

ACアダプターのプラグをコンセ
ントに正しく差し込んでください。

ACアダプターのDCプラグが
ベーススタンドのDCジャックに
しっかりと差し込まれていない。

ACアダプターとベーススタン
ドを正しく接続すると、音が鳴
ります。

羽根の回転時に大
きな音が出る。

スピンナーがしっかり固定され
ていない。

スピンナーをしっかり固定して
ください。

前ガードが正しく取り付けられ
ていない。

前ガードをしっかりと取り付け
てください。

羽根は回転するが、
風力が弱くなる。

連続風モード、自然風モードの
設定を確認する。

本製品は、自然風モードで風力が
変化するのは正常な現象です。

羽根とガードにホコリが付着し
ている。

ホコリが付着すると送風効率が
低下するため、お手入れをお勧
めします。

羽根が自動的に動作
を停止してしまう。

タイマーが設定されている。 タイマーをオフにしてください。
最後の操作から 12 時間以上
経っているため、自動オフ機能
が作動した。

電源ボタンを押して電源を入れ
直してください。

リモコン操作ができ
ない。

リモコンの電池が消耗している。 新しい電池に交換してください。
リモコンの電池の「＋」極と「−」
極を間違って装着している。

電池の「＋」極と「−」極を確
認してください。

リモコンの操作距離が最大距離
を超過している。

リモコンの使用範囲内でご使用
ください。

リモコンのペアリングが正しく
行われていない。

リモコンのペアリングを行って
ください。

ご注意
•	修理には、専門の知識と工具が必要です。修理が必要な場合は、お客様サービスセンター
（裏表紙）にご依頼ください。

■本体への表示内容
経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、電気用品安全法で、義務付
けられた以下の内容を本体に表示しています。

【製造年】20XX年（本体に西暦4桁で表示してあります。）
【設計上の標準使用期間】10年（本体に表示してあります。）
設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による発火・けが等の事故に至るおそ
れがあります。

■設計上の標準使用期間とは
•	運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、製造した年から安全上支障なく
使用することができる標準的な期間です。
•	設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証するものでもありません。
■標準使用条件  日本工業規格 JIS C9921-1及び（社）日本電機工業会自主基準HD-116-3による

環境条件

電圧 100V

想定時間等

運転時間 8h/ 日
周波数 50Hz/60Hz 使用回数 5回 /日
温度 30℃ 運転日数 110日 /年
湿度 65％ スイッチ操作回数 550回 /年
設置条件 標準設置※ 首振り運転の割合 100%

負荷条件 定格負荷（風速）※ ※製品の取扱説明書による

•	経年劣化とは長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

製品安全表示制度に基づく本体表示
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保証書・アフターサービス
保証書（持込修理）

お買い上げいただいたBeautitec 製品に万一不具合が生じた場合には、この保証規定
に従い無料修理をおこないます。
この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するもので
す。従ってこの保証書を発行している者（保証責任者）及びそれ以外の事業者に対する
お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

■保証の内容
お買い上げいただきました製品が本書の保証期間中に、取扱説明書、本体のラベル等
の注意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、本書記載内容により、お客様
サービスセンター（裏表紙）で無料修理をいたします。無料修理は部品の交換あるい
は補修により行います。また、取り外した不具合部品はお返しいたしません。
無料修理を受けられる期間は新品を購入した日から2年間とします。

■保証できない内容
●次に示すものに起因すると判定される故障は、無料修理いたしません。
•	取扱説明書、本体のラベル等の注意書の指示に反する使用
•	保守整備の不備または誤使用
•	当社が提示している仕様の限界を超える使用（業務などで定格使用時間を著しく
超えた連続使用など )
•	当社が認めていない改造
•	純正部品以外の使用
•	ご使用者の不注意による故障 (落下などによる損傷・破損など )
•	業務で使用した場合

●次に示すものは無料修理いたしません。
•	経年変化により発生した不具合
•	プラスチックカバーなどの自然退色、、部材劣化に伴う性能低下など
•	使用に際し品質、機能上影響のない感覚的現象 (音、振動など )
•	台風、水害、雪害などの天災による不具合
•	薬品、塩害などに起因する不具合

●次に示すものの費用は負担いたしません。
•	消耗品
•	Beautitec 以外での修理
•	点検、清掃、調整、及び定期点検整備
•	この保証書に示す条件以外の補修費用など
•	本製品を使用できなかったことによる不便さ及び損失など (休業損失、商業損失など )
•	正しく操作せずにケガを負った場合

●出張修理はいたしません。



販売元：株式会社Ｂｅａｕｔｉｔｅｃ
〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-3-1
ホームページ：www.beautitec.co.jp
お問い合わせメール：info@beautitec.co.jp

■保証の適用
この保証は日本国内で使用される当社製品のみに適用されます。
海外へ持ち出す場合は、その時点で保証が抹消されます。

■修理の申し込み方法
下記の保証書の各項目にご記入いただき、お買い上げいただいた際のレシート /納品
書を添付の上、お客様サービスセンターまで修理をお申し付けください。
製造番号 (S/N NO.) は、本製品のスタンドベースの裏側に貼られているラベルに記
載されています。
お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証期間内のサービス活動及びその後の
安全点検活動のために利用させていただく場合がございますので、ご了承ください。

型番：F450 保証期間：2年 製造番号（S/N NO.）：

お買い上げ日：　　　　年　　月　　日

お

客

様

ご住所：

お名前：

電話：

販

売

店

ご住所：

お名前：

電話：

（故障状況）

保証書・アフターサービス

お客様サービスセンター
TEL：	0570-088-660
受付時間：	10：00～17：00
　		  月～金（祝日を除く）

2020年3月　第1版発行

製品の取扱いかた、修理のご相談窓口


